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論 文 内 容 の 要 旨

〔研究目的〕

①蛙の ERG に関 しては古くか ら多 くの研究がなされているが, これを整理 し, 新知見を加える｡ ④ 諸

種薬物の ERG に及ぼす影響については多 くの知見が得 られているが, 抗生物質に関する報告は全 く見 ら

れないので, 数種の繁用抗生物質の ERG に及ぼす影響を明 らかにする｡ ㊥眼科蝕域においても抗生物質

が種 々の形で臨床応用 されているが, それ らが眼内に移行 して網膜に如何なる影響を及ぼすか, その一端

を知 りかつ重大な障碍を起 こさずに使用出来 る壷を類推する｡

〔実験方法〕

繁用抗生物質 〔カナマイシン (KM), 硫酸ス トレプ トマイシン (SMs), 硫酸 ジヒ ドロス トレプ トマイ

シン (SMdh), 複合ス トレプ トマイシン(SMc), テラマイシン (TM), アクロマイシン(AM)〕の10,5,

1,0.5,0.1%生食溶液 0.01ccを トノサマガエル (RanamaCulonigrata)より作成 した眼杯標本 (眼

球前半部及び水晶体, 硝子体を摘出し網膜を露出 したもの) に作用させ ERG 各波の変動を検索 した｡

〔実験結果〕

第 1 篇において種 々の条件 卜における ERG の正常波形及び振幅の経時的変動を検討 して下記0)表uJ如

き結果を得た｡
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次いで正常 ERGに対する生食水 0.01ccの影響は作用後5分で殆んど見られなくなり, 10-20分間

ではほぼ作用前の ERG と等しいことを明らかにし, 各種薬剤の生食溶液作用 10-20分後の ERGの変

動は薬剤自体の影響と見倣し得ると述べた｡ 第2篇で KM, 第3篇で SMs, SMdh, SMc,第4篇でAM,

TM の作用を検討 して次の結果を得た｡

1 ) 各薬剤に共通の結果

① a波, b波, Opは減少｡ ㊥b波とOpの変化が最も著明｡ a波の変化はこれ等に次 ぐ｡ ④0.1%溶液

では影響が見 られない｡

以下に各薬剤に見 られた特有の変化を挙げる｡

2) KM

①高濃度の場合はd波が減少する｡0.5-5%の場合は増大する例が多いO これは d2波の増大によるO

④photopicな条件下 (A ) ではa波は増大する｡ ㊥変化の程度と濃度の問には平行関係が見られる｡

3) SM

① SMdhの影響は SMsより著しい｡SMcは両者の中間に位する｡ ④d波の変化は SMdhでは KM

と同様｡ SMs, SMcの場合は減少｡ ④条件Aではa披増大｡ ④少数の例外を除いて変化の程度と濃度は

平行関係が見 られる｡

4) Tetracycline

①TM と AM の影響の問には質的な差違を認めない｡ TM の影響の方が AM よりやや著明である｡

④d 波は減少する｡ ④条件A ではa波減少｡ ④濃度と変化の程度は平行関係を示す｡

〔考按〕

第 1篇に従来行なわれてきた蛙のERGに対する実験方法と, 著者の方法との関係, 及び比較を論じ,

第2篇でERGの本態及び構成成分各波に対する薬物の影響の文献的考察を行ない, 第2,3,4篇でそれ

ぞれの抗生物質の特に新陳代謝に及ぼす影響の文献的考察より網膜諸細胞ひいては ERGに対する作用機

転を類推し, 先人の抗生物質の眼内移行及び網膜に見 られる障碍に対する組織学的研究の結果を総括 し著

者の実験結果との比較検討の結果, 臨床常用量の投与が, 人眼ERGに変化を及ぼす危倶はなかろうと推

論した｡

論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨

われわれは眼科領域において微量で臨床効果をあげ副作用を避ける目的で点眼あるいは結膜下注射の形

で種 々の抗生物質を局所に適用している｡ この事実に徹して著者は次のような実験を行なった｡

繁用抗生物質 〔カナマイシン (KM), 硫酸ス トレプ トマイシン (SMs), 硫酸ジヒドロス トレプ トマイ
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シン (SMdh), 複合ス トレプ トマイシン (SMc), テラマイシン (TM), アクロマイシン (AM) 〕わ種

種の濃度の生食溶液をカエルの眼杯標本に作用させ ERG各波の変動を検索 した｡

種 々の嘱応および刺激条件下におけるERGの波形および振幅は約30分間 (条件によっては10分間) は

安定であり, 生食水の影響は作用後 5分にはほとんど見 られなくなる｡

1) 各薬剤に共通の結果 (Opは律動様小波の略)

① a波, b波, Opは減少｡ ④b波と Opの変化が最も著明｡a波の変化はこれらに次 ぐ｡ ④変化の程

度と濃度の問にはほぼ平行関係が見 られる｡0.1%溶液では影響が見 られない｡

以下に各薬剤に見 られた特有の変化を挙げる｡

2) KM

高濃度の場合はd 波が減少する｡ 低濃度の場合は増大する例が多い｡ これは d2 肢の増大による｡

3) SM

①SMdhの影響は SMsより著しい｡SMcは両者の中間に位する｡ ④d波の変化は SMdh では KM

と同様｡SMs, SMcの場合は減少｡

4) Tetracycline

① TM と AM の影響の問には質的な差違はない｡ TM の影響の方が AM よりやや著名｡ ④d波は

減少する｡

カエルの ERGの実験方法, ERGの本態及び薬物の影響を考按 し, それぞれの抗生物質が新陳代謝に

およぼす影響の考察より網膜諸細胞ひいては ERGに対する作用機転を類推し先人の抗生物質の眼内移行

および胸膜の障害の組織学的研究の結果を総括 し著者の実験との比較検討の結果, 臨床常用量の範囲にお

いては人眼 ERGに変化をおよぼすとは考えられない｡ したがって ERGを指標として考える場合は網膜

への障害はないものと考按される｡

本論文は学術上有益にして医学博士の学位論文として価値あるものと認定する｡
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